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記念として，
　K洲の天地に，ルネ。サンスの文運に刺戟され
て二つた新學は，先づイタリヤに始まった．ガリ
レオ・ガリレイは此の國が引出した室前の大天文
二者及び二丁理學者として，學暦1564年二月15日・
ヒザの町に生れた．其の父はヰンチ．ンツ，オVin・
cenzioと言ひ・，元は，“花の都”フ電レンチs市の
古い貴族で，ボナユ1ティBonajutiとV・ふ家名
を代々有ってみたのだが，すっと以前，1343年，
其の一族中のトマソ・カリレイなるものが選學に
打って出る際，ボナユ1ティ家の當主が有ってゐ
　さきに，ニウトンの死後200年の記念として，・1927年に本誌へ（第72號から
第77丁目でに）＝ウトン傳を書V・た如く，今1942年，ガリレオの死後300年の
　　　　　　こしにガリレオの傳を書く．　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガリvt（1564－IMZ）
た被選畢槽’を譲って，若干の金に代へ，以後，ガリレイといふ新しい家名とな
ったのであった．このガリレイ家は，市の長老院の議員に前後19回も選出さ
れ，：叉，1445年にはフィレンチ」市の主長となったこともあり．其の共和國と共
に隆盛な家であったが，其の後，國の衰へると共tz，家も蓑へた．・・lf’ンチ；ン
ツ4オは，家産は富んでみなかったけれど，教養があり，数學の才IC長じ，又，昔
樂の理論と技能とに秀で，特にリ・15を奏して，杜會に知られてみたといふ．
其の妻には，　プレスキヤ市のジュリヤ・アマンナティGiulia　A叩mannatiを
迎へ，三男四女を下げた．　．
　ガリレオは長子として此のガリレイ家に生れたが，年の若い頃から，智慧に
優れ，叉，諸々の器械類の獲明や新工夫の才能を見せ，閑暇さへあれば清新にし
て，巧みな玩具を自作して，自ら樂しんだ・しかし，又，文學の方面にも同様
に優れてみた．教育は，主として，フ1・Liンチ．に近いヴロンプロ1ザの修道院
で受けたのだったが，彼は，其所でラテ4ン文學ic親しんだばかりでなく，又，
ギリシャ語にも堪能で，後日，學界に飛躍する準備は充分に養はれてるた．
樹，彼は，或る信から論理學を教はつたこともあるが，しかし，彼の性格から
言へば，此うした煩環學派の教化は絵り興味を惹かなかった．1864年にセルミ
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F．Selmi氏が隠見した古い記録によれば，修道院時代のガリレオは宗教生活
への精進に非常に熱心であったらしい．しかし，彼れの父は，此の傾向を好ま
す，むしろ他岱韓止することを望んでみたので，偶々眼疾に力砥つたのを機會
に，修道院より彼を退出せしめ，其の後，信たちの手から全く縁を切ることと
なった．父は金にもならない音樂と歎學とに凝り過ぎた自身の経験から其の見
には讐學を修めさせようとして，艦質が多少弱かったのを押し切つセ，満18裁
に成り切らない前に，ピザの大嘘へ入れることとなり，1581年十一月5日に入
學の戦績きをなし，直ちに，アンドレヤ・チェサルピ1／Andrea　Cesalpino
といふ有名な讐學者であり，植物學者である碩學の講義を賠かしめた．
　～二の年若いガリレオの天稟は，當時，機會の導きさへあれば，如何なる＞J向
へも延びる可能性があった．音樂の才能と技巧とに於いて，彼は臨に當時のイ
タリヤに於ける最高級の教師に匹敵する腕前であったし，叉，趣味から言へ
ば，絶をi轟くことを職業としても良かった．現に，當時第一流のi垂家であった
チゴ1リLodovico　Cigoli　．が名作を世に購った裏には，ガリレオの意見や忠
言が大きい力となってみたのだと言ぼれてるた．1581年置，（彼れの17歳の時）
ピザのカテド1宴求i大寺院）の中で，ガリレオは天井から吊り下げられてみた
ランプの揺れるのを観察して，其の揺れの振幅の大小に拘らす，一定時間の振
動籔は少しも攣らないといふととを認めた．此の事實の確認から，彼は途に時
計振子の等時性を獲見するに至った．彼は，初め此の新原理を1脈搏を歎へて
研究したのだったが，50ヶ年も経ってから，彼れは之れを精密な天：文時計の老
案にまで護展させた．
　庇の頃まで，彼は全く要撃を知らなかった．其れは，父がガリレオをして書
學に熱中せしめるため，藪學のやうなものに注意を向けないやうにしてみたの
である．ところが，偶然の事が起って，此の計書を破って了つた．言ひ傳へに
下れば，：或る日，撒曝者リ。チOstilio　Ricciが大侯の近侍たちに課題として
出した幾何學の一問題を，ガリレ’オが立ち聞きして，注意を集中した結果，忽
撚として其の有って生れた天才が閃めき，掠れより以後，圖らすも，繰り撲げ
られた此の新分野に全力が撃げられることになった．其れから，　リッチの指導
援助により，ガリVオは歎學の初歩を我がものにして了ぴ，途に，父もいやい
やながら，ヒポクラテスやガIVンの學問の代りに，ユ1クリドやアルキメヂ
］スの學問を働む許しを與へることとなった．
　1585年に，彼は學資が無くなったため，五位も獲ないで，大學を退き，家
族の住んでみるフィレンチ。に鰭って來た．其の後，言ぴ傳へに擦れば，彼は
フィレンチェのアカデミ（學士院）で，ダンテのfii一曲中の“地獄”の位置や大
きさについて講演をしたとも言はれるし，又，次ぎに，彼れは水墜下を今明
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しで其の原理を書V・た一論文を畿表し，其れによって，彼の名は急に全イタ
リャに知れ渡った．ガリレオを援護した最：初の人はペザロPesaro市のギドゥ
バルド伯欝Marchese　Guidubaldo　del　Monteと言ぴ，ガリvオの血縁績
きで，やはり理學に堪能な人であった．伯欝の求めによって，彼は，1588年
に，固膿の重心に關する一論文を書いたが，以れによって，“現代のアルキメ
デ1ス”といふ聲名を世間から與へられると共に，　ピザ大棚の激學講師とい
ふ（大した實入りも無かったけれど）地位に任命された．其の後，　ニケ年間
（1589年～1591年），績けさまに種々の實瞼研究をやって，かの有名な力學原理
を確立し，其の結果，頑迷なアリストテVτス學派の人々の反抗を受けるに至
った．ピザの有名な柾葺の上から，彼れは大裏の教授たちや自生たちの面前6’
落盟の亡霊を公開し，“物艦は其の重さに比例する初度で落ちる”といふ趙：遙
學派の公理が誤ってみることを讃明し，術，一般の落鮎の運動や，重さの原則
について，古癖不動の原理と思はれてUl）た公理を，すべて，論理上，反早し得
ない確實さを以って，立讃した．
　かうして，彼れは論敵を論破したけれど，彼等と和解することをしなかっ
た．研ぎすましたやうな値い雄辮を以って，ガリレオは彼等が最も大切に考へ
てるた原則の不合理なことを，　コッぜドクやっつけて，遽濃厚糧もなく其の急
所を突いた．分れと同時に，叉，たまkkレグホslン港の改修のために大侯コ
ズモ第一世殿下の庶子ジ．プンニGiovanni　de’・Mediciが護明したと尽する
堪る器械の欲貼を，何の遠慮もなく，貫正直に攻撃したことがあったものだか
ら，王侯の寵愛は急に失はれ，個人的な怨恨が明らさまに現はれることにな
り，講義は妨害され，遽に1591年，彼は大學の教壇を籍して，フィレンチェに身
を引くに至った．しかるに，此の年七月に父ギンチェンツィオが死して，全家族
を扶養する責務が彼に負はされ，大に困却した．そこで，ギドゥバルド伯の斡
旋により，パドゾ大學の歎學教授に千慮されたので，漸く藪に苦境を直し，學
術研究を績けることが出身るやうになった．
　ガリレオが，1592年から1610年まで，パドヅにみた前後18ヶ年は，二幅な學
究生活の事績であった．此の期間，彼の任命は三度改められ，其の度毎に，彼
の研究生活に封ずるゴニスの政府からの推賞の僻は愈・々厚く，俸給は年18Qフ
ロリンから漸次1000フロリンまで増された．叉，彼の講i義には，全凶事の各地か
ら高貴の人・々が鰭酒に來るといふ盛況で，殊に其の賓験術は漉しい來難者を集
め，途には，この盗るxばかりの嘉講者を入れるため，2000人を牧怨し得る大
講堂を作るに至った。彼れの稜明した比例分割器は1597年に始めて作られたも
のであるが，今尚之れは製圖に用ゐられてるる．伺，同じ頃，彼は最初の寒暖
計を製作した．之れは球と筒とから出率，中に水と室氣とがあり，一端は水器
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に頑なつてみた．尤も，遮れは，氣堅の攣動の影響で，塞さ暑さのための膨脹
や牧縮と匪別することが出來なV・ものであったので，1646年になって，リニエ
iリRinieriは水をガラス管の中に密閉して，此の歓黒占を除去した．1670年
に，寒暖計には，水の代りに，ガ（銀が入れられることになって，すっかり現代
の型になって了つた．
　ガリレオは，若い頃，既にコペルニク流の太陽系論を信じてみたらしいけれ
ど，官模の迫害よりも，むしろ世入の嘲笑を恐れて，其の確信する所を公表し
なかったのだとV・ふととが，1597年八月4日附けで，彼れからケプラに逡つた
手紙によって誰明される．ところが，1604年九月に蛇遣ひ星座の中に現はれた
新星をジ彼は熱心に観測したことにより，アリストテレ1ス流の“立春ぽ永久
に破壊されない”といふ公理を攻撃する機會を與へられるに至った．それで
も・絢，彼は，やはり公開の席上ではトレミ式の學読を混いてみた．しかしなが
ら，望遠鏡といふ新しい有力な器械を用ひて，天艦の構造や相互關係を研究す
るやうになって，始めてトレミ説を棄てるに至った．
　ガリレオは，實は望遠鏡の燈明者ではない．望遠鏡，自PちTelescopeとい
　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へふ語は，ギリシャ語のτ堀ε（遠）とσκoπε‘ン（見る）とから來た言葉で，著
名なギリシャ學者デミスキヤ1ヌスDemiscianusが，リンセイ學士院長チェシ
Cesi公の求めによって作ったも¢）である．ガリレオは之れを1612年頃から使
ったが，剛直あたりでは，始め“trunk”とか“cylinder”とか呼んでみて，
1655年にバグエルBagwellが著したMysteries　of　Astronomyに始めて
Telescopeといふ語が説明入りで用ぴられた．
　望遠鏡の図式者は，オランダ國のミドルブルグ町のヨハネス・リペルスハイ
Johannes　LipPersheyとv・ふ無名の眼鏡師である．彼は1608年十月2日附け
で，オランダの総督へ請願書を提出し，“遠距離の忘八を大きく旗大して見え
る器械”の製作特許を要求したのであった．この新誌明の評判がイタリヤのゴ
ニスに達したのは1609年六月であったが，　ガリレオは此の評判を聞V・ただけ
で，光源の屈折理論を一夜中熟考した後，途に倍率3倍の望遠鏡の製作に成功
した．其の後，盆々此の器械に改良を加へて，途に32倍のものを作り上げ，更
に，同様なものを何百ケといふほど自作したが，忽ちこれは全融洲で要求され
るに至った．其の購造は，感応レンズと鼻高レンズと，各一個づ玉が必要なだ
けの簡輩なものであるが，之れは，今日も尚オペラ・グラスとして如く用ひら
れてるる．
　ガリレオが此の新器械を天室に向けたことによって，天文學の歴史にで新時
期を劃することとなった．矢つぎ早やに，繕いρ新昌昌が行はれた．1610年間，
彼はSidereus　NunciuSとV・ふ著書をゴニスから出版したが，此の中には，
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早うした薪磯見の最：初の牧獲が記載されてあり，‘之れによって，　アルプスの
とちら側でも，あちら側でも，學界を刺激するととが多かった．月世界に多く
の山岳が見えることが始めて公けにせられ，叉，この月の“夜の部分”の光，打ち
地球の光によって照らされてみる部分の明るみは，“あれは燐光（phosphores・
cence）によるものだ”とV・ふ意見が蓮；べられてある．尤も，此の考は，ガリ
vオより百年以上に遡って，レオチルIs・ダ・ギンチLeonardo　da　Vinciも
抱いてみた．
　昔から種々の傳読や憶説で四脚されてるた天の河の構造は，ガリレオの望遠
鏡によって其の紳秘が曝かれ，之れは軍に微星たちの集合髄であることが明ら
かとなった．伺，大星霧も亦，同様に微星の集まりに分解され得るもみだとい
ふ意見も述べられた．
　中にも，此等の種々の弓削中，當時，　既に最も重要な大望見と認められ，
叉，結果に於いても，最も偉大な革新を齎したものは，木星の衛星の獲見であ
った・．この衛星は，1610年一月7日にガリレオが稜見したのが最初で，彼は≧
れをメディチや星Sidera　Mediceaと呼んだが，駈れは，彼の弟子であり，
叉，彼の援護者であるトスカニ大男コスモ第二世殿下の名に因んだ名であっ
た．買時，コペルニクの宇宙説については，世間に多くの議論が横行してみた
のだが，百の議論より，一の實例が勝つ習ぴで，この木星の衛星系の量見は，
全く図れが太陽系のミr一ヤチュア・モデルである～二とを示す黒占に於いて，多く
の反i封者を読服する力があった．
　1610年九月，ガリレオはパドヅを去って，フィレンチェに麟つた．彼の望遠鏡に
よる諸研究に甥して，ゴニスの元老院は，彼を骨身教授に任命し，未曾有の高
宮を給することとなった．叉，かの“メディチや星”の獲見と其の命名（1610年七
月12日に命名された）により，・トスfO　s大岡は彼を理學博士及び員外藪學博士
に任命した．此の地位は，只その理學研究を繊績する以外に，何の義務も負は
せることなく，しかも俸給は1000スク1ディと定め．られた．’かうして，彼は，
何の苦痛もなく，研究を績ける境涯にあった．さて，1610年の暮れに近く，最
初の大覚見から一年目に，土星の論（ガリレオは，最初，之れを，土星が三重
になってみると．見た．之れを眞の輸と見たのは1655年のクリスチャン・ハィゲ
ンスであった）’と，金星の盈虚と，太陽面上の黒黒占とが管見された．尤も，
しかし，太陽の黒黙については，　ブリiスランドのオステ1ル町のファブリシ
ウスJohann　Fabriciuミの護表の方が早かった．（聖母の磯見が，ガリレオよ
りも早かったとは言へないが）1611年の春，ガリレオはロマを訪れ，キリナ〉レ
宮の前庭に於V・て，高貴の人々に，望遠鏡による天台の驚異を観覧せしめた．
そこで世人が大に歓迎したことに刺激されて，彼は1613年に・マで出版レた
114 ガ　リ　レ　オ　簿 天界250
“太陽黒黒占に閉する通信”の中に，彼は大謄にも，宇宙原理に冷する卒直な慧
見を表明する態度を採ったが，之れこそは，彼が大侯の秘書ギンダ：Belisario
Vintaへ書き逡つた手紙にも述べた如く，彼の一生涯の蓮命を賭けたもので
あった．
　かのコペクニクの時代でさへ，其の新宇宙論と聖書の記事との間に或る矛盾
があると疑はれ，殊に此の疑ぴは，ブル1／Giordano　Brunoの反キリスト
教的な推論によって釜々濃厚になった．しかしながら，此の問題は，ガリレオ
が勇敢に世聞へ獲表し，樺威者たちに挑職するまでは，公けには議論されなか
ったものであった．尤も，ガリレオとても，決して始めから神學問題を引き起
す意志は無かったのであるけれど，一旦，議論が始まって見ると，ガリレオは
彼猫脚の猛烈な論法を以って戦ったがために，途には其の身邊に斎忌を來すま
でに至ったのであった．
　1613年十二月，カステリBenedetto　Castelliと倖ぶベネディクト涯の曾で，
當時，ピザ大虚の藪學の教授であった人が，ガリレオに一書を選って，大虚の
朝廷で，かつてガリレオ自身が招かれてコペルニク論を辮訳したことのある論
議の近況について書いた，元kヵステリはガリレオの親友であり，叉，弟子で
もあるので，此の手紙は極めて禮儀正しく，叉，立派なものであったと思はれ
た．ガリレオは，翻れに心して，’返書を認め，天然理學と聖書との關係につ
いての理論を述べ，　更に其の翌1614年，　トスカニ犬皮紐クリスチナ（Chris－
tina）殿下への書信にも此の論議を論いた．　ガリレオは此等の書信中に於い
て，軍に聖書の言葉を説明するのみに満足せす，進んで大謄にも聖書の中にコ
ペルニク読の肯定論があることを示さうと努ゆたが，之れは，少藪の學者たち
には新論と思はれたけれど，　多くの愚者にはむしろ読：癬と思はれた，かうし
て皆空が漸次やかましくなると共に，アリストテレτス振の人々を溶々刺激興
奮せしめ，途に，アドゴント祭後の第4日曜には新サンタマリヤ寺の講壇上か
らの問題となった．カッチニ教父（Padre　Caccini）が新天文學論を批難iしたこ
．とは，其の先輩たちによって暗く叱責されたけれど，　ロリ1二（LQrini）と
呼ぶトミニカン派の檜は，1615年；月5日，途にガリレオからカステリへ邊つ
た手紙を以って宗教裁判所に訴へるに至った’■（つ蝋〉
天　聯　正　誤　蓑
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